
中京区高齢者ミニデイサービス事業
毎週月・水・金に開催

健康チェック、歌、レクリェーション、
昼食、創作活動、交流など

中
京
区
社
協
で
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
、

中
・
長
期
的
（
平
成
一
五
〜
一
九
年
度
）
に
考
え
る
地
域
福
祉
活
動

計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
度
そ
の
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
二
月
二
三
日
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
で
行
わ
れ
た
区
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
は
、
こ
の
計
画
案
を
区
民
の
み
な
さ
ん
に
披
露
し
、
論
議
、

広
く
意
見
を
お
聴
き
す
る
こ
と
（
公
聴
会
）
を
目
的
に
開
か
れ
、
約

一
六
〇
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

■
基
調
報
告
〜
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
〜

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
井
岡
勉
氏
（
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
副

委
員
長
同
志
社
大
学
教
授
）
か
ら
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
意
義
」

と
題
す
る
基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
中
京
区

は
六
五
才
以
上
人
口
が
二
〇
％
以
上
を
占
め
高
齢
化
が
進
行
す
る
一

方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
よ
る
最
近
転
入
さ
れ
た
住
民
（
新
住
民
）

と
と
も
に
子
ど
も
の
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
高
い
自
営
業
者
率

を
示
し
な
が
ら
も
、
急
速
に
雇
用
者
が
増
加
す
る
な
ど
、
住
民
が
非

常
に
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
従
来

型
パ
タ
ー
ン
の
福
祉
活
動
で
は
社
会
の
状
況
変
化
に
対
応
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
一
時
的
な
ア
イ
デ
ア
や
単
発
的
取
り
組
み
で

も
地
域
福
祉
の
継
続
的
な
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
中
・
長

期
的
な
見
通
し
の
も
と
、
区
の
現
状
を
分
析
し
将
来
予
測
を
た
て
、

目
標
を
定
め
て
活
動
を
方
向
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
テ

ー
マ
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
」。
住
民

の
参
加
と
自
治
を
進
め
る
た
め
に
各
種
団
体
や
機
関
と
と
も
に
ど
う

や
っ
て
条
件
づ
く
り
を
図
る
か
…
。
そ
の
具
体
的
プ
ラ
ン
が
地
域
福

祉
活
動
計
画
な
の
で
す
。

続
い
て
活
動
計
画
の
具
体
的
中
身
に
つ
い
て
社
協
事
務
局
か
ら
資

料
に
添
っ
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
主
体
は

福祉活動、ボランティア活動を高め、中京区を明るく住みよい福祉のまちに！

地
域
福
祉
活
動
計
画
案
を
披
露
す
る

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
開
か
れ
る

元 気 の で る福 祉 の ま ち に
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学
区
や
区
の
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
の
当
事
者
グ
ル
ー
プ
に
民

生
児
童
委
員
や
老
人
福
祉
員
な
ど
を
は
じ
め
、
地
域
の
各
種
自
治
組
織
、
区
役
所
、
福
祉
事
務
所
、

保
健
所
な
ど
で
す
が
、
区
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
学
校
、
商
店
街
、
ス
ー
パ
ー
、
寺
院
、
病
院
、

薬
局
、
企
業
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
施
設
、
機
関
、
団
体
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
の
主
人
公
が
区
民
一
人
ひ
と
り
な
の
で
す
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
多
様
な
人
で
き
ず
く
中
京
区
民
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜

二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
藤
井
伸
生
氏
（
策
定
作
業
委
員
長
・
華
頂
短
期
大
学
助
教
授
）
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
植
野
裕
代
氏
（
地
域
女
性
連
合
会
会
長
）、
木
村
寿
夫
氏
（
朱
雀
二
条

商
店
街
振
興
組
合
副
理
事
長
）、
小
林
敬
子
氏
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
ふ
れ
あ
い
ほ
う

む
h
ど
う
ぞ
f
代
表
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
会
は
、
子
育
て
相
談
か
ら
黒
豆
の
炊
き
方
ま
で
、
気
軽
に
電
話
で
話
し
相
手
に
な
れ
る

「
温
も
り
の
電
話
」
│
と
な
り
の
お
ば
ち
ゃ
ん
復
活
│
の
活
動
が
共
感
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
商
店
街
か
ら
は
、
他
区
の
事
例
も
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
徹
底
し
た
地
域
密
着
型
商
店
街
を

追
求
す
る
区
内
の
取
り
組
み
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
商
店
街
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
。
生
活
者
に
や
さ
し
い
商
店
街
の
模
索
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
ほ
う
むh
ど
う
ぞ
f
」
か
ら
は
介
護
保
険
の
対
象
に

な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
・
援
助
や
、（
例
え
ば
子
育
て
中
で
一
時
的
に
助
け
が
欲
し
い
若
い
お
母
さ
ん

な
ど
）、
少
し
の
助
け
合
い
で
日
々
の
生
活
を
し
や
す
く
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
た
会
員
制
の
互
助
団
体
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
西
早
百
合
氏
（
策
定
作
業
委
員
、
府
立
医
大
助

教
授
）
か
ら
は
三
氏
の
報
告
を
受
け
て
、「
ま
ち
は
歴
史
、
風

土
と
そ
し
て
人
の
営
み
に
よ
っ
て
で
き
る
」
こ
と
、
こ
こ
で

暮
ら
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
福
祉
の
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
は
、

区
民
の
多
様
な
活
動
、
人
が
築
く
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り

の
営
み
が
必
要
、
と
い
う
ま
と
め
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
で
は
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
対
す
る
区
民
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
募
り
、
ま
た
本
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区民フォーラム2参加者約160名のうち43名からアンケート用紙を提出していただきました。
（抜粋）

●計画案が先走りしている。マンションが増えたこととこの方々
との交流ができていないのではないかと思う。地域集合住宅を
対象としたアンケートが必要ではないか。
◆今回初めて区内の新住民の存在について取り上げることができ
ました。活動推進の中で新旧住民の交流を行い、次の計画策定
に活かしていきたいと考えます。

●それぞれのグループが交流、理解する方法が必要ではないか。
そのための交流イベントの開催など考えられるのではないか。
◆本計画ではさまざまなグループ、機関との交流や意見交換の場
を目指しています。また、グループに所属していない人も参加
できるイベントの開催も打ち出しています。さまざまな機関や
団体と協力して具体的推進に努力していきたいと考えます。

●年齢の高い方の参加が多いですね。若い人を育てていくという
ことも必要でしょう。
●地域内に男性の定年になって家に居られる方が多く（元気）居
られます。そのような方々にもっとボランティアとして参画し
ていただくよう募れないでしょうか。
◆関係者とともに、活動の場や人づくりを促進していきたいと考
えます。また、区社協会務運営の強化や学区社協の基盤強化の
推進を図り活動を充実させる中で、担い手づくりをめざしてい
きます。

●一般に考えられているのは一部の人達がしていることで区民が
どのような役割をすればよいか？どこで話し合いの場を持って
いるか等知らない人がほとんどだと思う。
◆基本目標1、基本目標2、基本目標3でさまざまな人との出会い
の場、さまざまなところと連携した情報の普及、身近なレベル
での情報提供を強化していこうと考えています。

●本当に動けなくなった方にどうしてほしいか聞いても入れてあ
げる施設がない。何年も待っているというのではこれも意味が
ない。
◆本計画では、行政がつくる計画への提言も盛り込んでおり、そ
の中で区内の現状にみあったさまざまな施設やサービスの整備
の必要性をうったえています。

●中京の地域が住みやすくあたたかいまちになるように何かと計
画を立てておられるのには感動です。私自身今すぐ何ともいえ
ませんが、高齢者、子どもたちのために住み良い中京となるよ
うお願いします。
●もっと中京区社協をアピールしてほしい。
◆今後、さまざまな機関・団体や区民のみなさんとともに誰もが
住みやすいあたたかい中京のまちをつくっていきたいと思いま
す。中京区社協についての広報は、生活関連施設などとの連携
を図りながら従来のやり方に工夫を重ねるとともに、インター
ネットホームページを全面改訂し、こまめに更新を図りたいと
考えています。

【中京区地域福祉活動計画のキャッチフレーズ投票】
Aいっしょにやりまひょ、やさしいまちづくり 20 Bきょう・あすのわたし・あなたが主人公 3

Cいきいきかがやくみんなの人生 6 Dかがやきプラン 6

Eその他　・思いやり声かけ上手な町づくり　・チャレンジ、福祉向上中京区　・地域に密着われらの福祉
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●学区社協の活動●
■在宅福祉サービス
茶話会・昼食会活動
寝具クリーニングサービス
配食サービス
高齢者・障害のある人などの交流活動
■各種講座・勉強会
介護講座
交通安全教室
子育て講演会
■広報活動
各学区での広報誌や各種講座等のちらしの作成

●区社協の活動●
■各学区社協への研修
学区社協活動交流会議の開催

■各種調査・研究活動
中京区民生活実態調査
中京区地域福祉活動計画の策定

■区民への広報活動
区民フォーラムの開催

■関係機関とのネットワークと当事者団体との連携
高齢者の関係団体とのネットワーク促進
精神保健関係団体とのネットワーク促進　
子育て関係団体とのネットワークの促進
障害者団体への支援連携

■区内関係者への支援
備品・会議室貸出

平成15年度事業にかかわる賛助会員加入のお願い
日頃は中京区ならびに各学区社会福祉協議会（社協）活動へのご協力、まこと

にありがとうございます。

すでに前回のべんがらごうしや市民しんぶん中京区版でもお知らせしました

とおり、１月下旬から各自治会のご協力のもとで、各学区社協を通じて賛助会

員加入のお願いを行っているところです。（学区によって時期が異なります。）

各学区からお寄せいただいた賛助会費の20％はその学区に配分しています。

また、学区社協の事業に対する助成として、賛助会費総額の40％弱に相当する

額が賛助会費から助成されています。

賛助会員の会費

個人（世帯）年1口 1,500円
法人（企業）年1口 1,000円

（個人・法人とも口数に制限はありません）

平成14年度
事業費収入総額

43,570,000円

平成14年度事業に
かかわる賛助会費総額

11,850,950円
（内、学区社協徴収額 11,603,450円）

賛助会費 
11851千円 
27％ 

共同募金 
9,628千円 
22％ 

事業収入事業収入 
45004500千円千円 

1010％ 

事業収入 
4500千円 

10％ 
市・府補助金 

委託金 
10947千円 

25％ 

基金取崩 
2500千円 

6％ 

その他 
844千円 2％ 

繰越金 
3300千円 

8％ 

学区社協学区社協 
賛助会費賛助会費 
配分金配分金 
23702370千円千円 
2020％ 

学区社協 
賛助会費 
配分金 
2370千円 
20％ 

その他学区社協 
事業助成金 
4477千円 
38％ 

区社協事業費区社協事業費 
20632063千円千円 

1717％ 

区社協事業費 
2063千円 

17％ 

地域福祉基金へ地域福祉基金へ 
11851185千円千円 

1010％ 

地域福祉基金へ 
1185千円 

10％ 

区社協事務費区社協事務費 
17561756千円千円 

1515％ 

区社協事務費 
1756千円 

15％ 

趣旨・目的に賛同していただき、ご支援のほどよろしくお願いします。

みやこだ！法人認可だ！チャリティ狂言
４月25日（金）午後６時開場・午後７時開演　　京都コンサートホール小ホール
■料金 3,000円（当日券 3,500円／障害者・学生 2,000円）
■主催 みやこだ！法人認可だ！チャリティ狂言実行委員会
【内　容】第１部　挨拶・仲間の舞台　 第２部　お話　「狂言ってどんなお芝居」茂山千之丞

狂言　　棒　縛（ぼうしばり）
濯ぎ川（すすぎがわ）

お問い合わせ　第2みやこ共同作業所　電話075－821－7701

お知らせ

平成15年度事業にかかわる賛助会員加入のお願い

べんがらごうし22号  03.10.10 14:17  ページ 3



市民参加型・体験イベント！

～みる・きく・しる・みんなで遊ぼう～
中京福祉まつり

市民参加型・体験イベント！

～みる・きく・しる・みんなで遊ぼう～
中京福祉まつり

このまつりのポイントは「参加型」。たとえば、ア
イマスクを使った視覚障害の擬似体験、盲導犬の実演、
点字による名刺づくり体験、車いす体験、風船バレー
や卓球バレーといった障害者スポーツなど、だれでも
自由に体験できるコーナーの企画が進み、ステージで
は聴覚障害者の方々による手話劇や要約筆記のボラン
ティアサークルの活動も紹介される予定です。（各コ

ーナーを回るとスタンプラリーのお楽しみも待ってい
ます。）
さらに興味を引くのが舞台企画。「わたしの主張」

は、日頃、福祉活動にかかわっているグループや個人
の悩みや苦労、うれしいこと、悲しいことなど、何で
も自由に表現してもらおうという企画です。どんな発
表が飛び出すやら、いまから楽しみです。

アイマスク、盲導犬、点字、車いす…なんでも体験してみよう！

まつり当日は、ヤキソバなどおなじみの模擬店も多
数出店予定。
さらに、福祉現場でのコンサートに力を入れている
人気ミュージシャンToshiによるライブや元ハワイ州
副知事のメイジー・ヒロノ女史による福祉の海外事情

のお話もあり！ 子育てグループなどの協力により乳
幼児対象のプレイルームも設けられますので、小さな
お子さん連れのお父さんやお母さんもぜひどうぞ。実
行委員会では「区民のみなさんに気軽に『福祉』にふ
れてもらう機会にしよう！」と、張り切っています。

Toshiもライブで参加！（京都市人権啓発事業として同時開催）

ひとくちに「福祉」といっても、障害や対象とする
年齢層などが違えば、抱える課題や悩みもさまざまで
すが、これまで団体間相互の交流は必ずしも活発では
ありませんでした。しかし、2000年の介護保険のスタ
ートに続き、今年４月からは障害者支援費制度が始ま
るなど、福祉をめぐる状況が大きく変化するなかで、
各団体や個人の連携と情報の共有は欠かせませんし、
なによりもこの地域に暮らす人びととの交流が求めら
れています。
そこで出てきたのが「区民まつりの福祉版のような
催しができないだろうか」という声でした。この提案
を受けた中京区社会福祉協議会では、中京区民ふれあ
い事業実行委員会と共催で「中京福祉まつり」の実施
を決定しました。そして昨年11月に区内の福祉団体や
行政機関などによる準備会を結成。現在、二十数団体

が参加し、まつりの企画準備にあたっています。
準備を行っている舞台・参加体験・出店の各企画会
議では、参加団体よりさまざまなアイデアが寄せられ、
話し合いを通じて着々とまつりの中身が練り上げられ
ています。
また、「今までそれぞれ名前は知っていたけど、こ
のまつりの会議を通じて、はじめて他の団体の活動が
詳しくわかるようになった」との声も寄せられており、
ともにまつりをつ
くりあげていくな
かで、さらなる参
加団体同士の相互
理解と交流が期待
されるところで
す。

プロセスを大切に、手づくりのまつり

中京のまちには、障害者団体やボランティアグループ、公的な団体
も含めて多くの福祉団体があります。その多様な活動を区民のみなさ
んにお知らせし、気軽に交流してもらおうと、いま体験型の福祉イベ
ントの準備が進んでいます。「～みる・きく・しる・みんなで遊ぼう
～中京福祉まつり＝６月１日（日）元教業小学校にて開催予定＝」が
それ。それでは、その取り組みの様子をご紹介しましょう。

中京福祉まつりでは、運営を手伝ってくださるボランティアを募集しています。

お問い合わせは、中京区社会福祉協議会（TEL. 822-1011）まで　運営ボランティア募集！
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